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歌うピ茨人語るピアノ
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取材:西之原薫　撮影:桧川泰治(人物)

現代最高峰のピアノとして賞賛され.ハ-ピー･ハンコツクら多くのピアニストが愛用す

るイタリアのフアツイオリ｡その工房は.イタリア北部のサチーレにある｡幼い頃からピ

アノに封する執l関心を抱いていたという創業者のパオロ･フアツイオリは.家業であっ

た家具製作のノウハウと.木材加工についての科学的な知識を身につけ.彼が哩想とする

音色を宿した新たなグランド･ピアノを世に送り出した｡その昔は.世界的なピアニスト

と額客を魅了する.今臥来日した創業者のパオE) ･ 77,ツイオリと. 77･ツイオリを愛

黄するジャズ･ピアニストの西山瞳が.

機盈⑳慣熟藍優艶箆技術か魯
畳ま艶愚最高漆陛欝汐

-西山さんは､フアツイオリのピアノを好

んで弾かれていますが､以前にもパオロ氏と

お会いになられたことがあるそうですね｡

西山:はい､ 2年前にお会いしました｡こち

らのショールームに遵びにきていたときに､

パオローさんがちょうどいらしていて｡

パオロ･フアツイオリ(以下PF) :私は､あ

なたのピア/が大好きです｡とても素晴らし

い｡ピアニストによっては､弾くときに押さ

えつけてしまい昔がきれいに出ないのです

が､あなたは､柔軟性があってとてもきれい

な音です｡

-西山さんは､フアツイオリのどのような

ところに魅力を感じるのでしょうか?

西山:私はエンリコ･ピエラヌンツイという

ピアニストが好きで､彼の演奏でフアツイオ

リを初めて聴きました｡

PF :彼は良い友達です｡

西山:彼がフアツイオリをよく使っていて､
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その魅力について請った｡

そのイメージがありました｡ 2006年か2007年

噴､滋賀県の"さきらホール''というところに

フアツイオリのピアノが入っていて､それを

弾いたらとても素晴らしかったんです｡それ

から､なるべくレコーディングの機会には使

わせていただくようになりました｡ "工業製

品''という感じがしなくて､ほんとうにハン

ドメイドでやわらかい音がします｡私の出し

たい音はこれだと思ったので､自分のレコー

ディングで選ぶときにはフアツイオリを使っ

ています｡

-パオロさんは､ご自分の理想の音がある

とお話しされていますが､どのような新しい

ピアノを求められて製作されたのですか?

PF :わたしにはアイディアと､音に対する

自分のヴィジョンがあります｡いうならば､

それは自分がイタリア人というところからき

ているのかもしれません｡イタリア人は､芸

術､そして音に対しての好みを持っています｡

音に関していうと､イタリア人はクリアで､

明るく､輝きのあるポジテイヴな音を好みま

す｡ドイツの音とは､また趣が異なります｡

日【

◆今回､西山陸がレ

コーディングに使用

した東京n山川アヴェ

ニュー･ホール｣の

｢F228 Silver｣

栄写碓供.
ディスクユニオン

-なるほど｡

PF:偉大などアニストであるフリードリ

ヒ･グルダの､フアツイオリへのコメントを

引用したいのですが､彼はフアツイオリを､

｢気高い音｣と賞賛してくれました｡グルダ白

身はドイツ人で､ドイツの音楽教育を受けて

いるにもかかわらず､やはりフアツイオリの

音が違うということに彼は気がついてくれま

した｡

-西山さんは､フアツイオリを弾かれて､

なにか演奏に変化はありましたか?

西山:フアツイかノのピアノは､何もストレ

スを感じません｡歌うような音色を出しま

すCそして､日本人の技術者である越智晃さ

んの力もとても大きいと思います｡なんとい

っても巷智さんの詞律はほんとうに素晴らし
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く､ショパン･コンクールでも活躍されてい

ます｡イタリアの技術者でなく､彼に全面的

に調律を任せた理由をお聞かせいただけます

か?

PF :それは､彼が最高の技術者だからで

す｡越智さんの複製が世界中にいたらどれほ

ど素晴らしいことでしょう(笑)0

西山:私は越智さんにお会いしてから､ピア

ノの調整をすることの価値観が変わりまし

た｡それまでは､技術者の音を聴いていたん

だということをすごく感じました｡良い調律

師といわれている方のチューニングを聴く

と､その楽器本来の昔というものを感じまし

た｡

PF :技術者は､技術に対してのアイディア

を持ち研究しますが､越智さんは特に､その

研究熱心さ､自分の頭で作り出し考え出すと

いう部分がとても優れている技術者です｡

-先ほど演奏を聴かせていただきました

が､とても音量がありました｡コントロール

は難しくありませんか?

西山:友人のクラシックやジャズのピアニス

トは､フアツイオ1)は難しい楽器だと言いま

す｡でも､それは弾いたことがなく､知らな

いからそう言っているだけだと思うのです｡

私が最初に弾いたときは､ ｢なんて自然な楽

器なんだろう! ｣と思って感銘を受けました｡

PF:良いピアニストは､彼女と同じことを

言います｡弾きやすい楽器だと｡ハ-ビ一･

ハンンコックもフアツイオリを使っています

が､どんなパフォーマンスでもフアツイオリ

を使いたいとT)クエストします｡ですが､そ
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れはときには難しいこともあります｡場所に

よっては､フアツイオリが用意できないとこ

ろもあるので苦労するところです｡
-西山さんは､同じ演奏家としていかがで

すか?

西山:やはり､一度弾くと使いたいので､な

るべくピアノを中心にしてレコーディング場

所を選んでいます｡今回のソロ･アルバムも

フアツイオリを使っています｡東京･仙川ア

ヴェニュー･ホール"Ye quant0 110……''と

いうところにある､ F228 Silverというモデ

ルで､前回のアルバムでも､やはり同じ

｢Silver｣が入っているスタジオを借りて行な

いました｡

PF :今度はイタリアのサチ-レにもぜひい

らして､録音してください｡

人々を魅了する竜は理想とそれを
練押しする仲間によって作られる

-西山さんは､これまでにもいくつかのモ

デルを使われていらっしゃいますが､仙川ア

ヴェニュー･ホール"ve quanto ho……''の

Silverには､フアツイオリの大きな特色でも

ある｢ 4番ペダル｣がついていますね｡

西山: ｢4番ペダル｣は､アクション全体を動
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かすぶん､ややヘヴ

ィで軒が.連打をす

るときにはとても弾

きやすくなります｡

PF : ｢4番ペダル｣

は､最も大きなモデ

ルであるF308で

1987年に紹介した

のが最初でれこれ

は私のアイディアで

すが､開発自体には

それほど時間はかか

りませんでした｡会

社のなかには､常に

技術的な改善を考え

るチームがいますの
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で､この｢4番ペダル｣も私にとってはそのな

かの一環という位置づけです｡この｢4番ペ

ダル｣では､ふたつのことを同時に行なって

います｡ハンマーを上げるのと､キーを下げ

るということをしているので､重くなってし

まいます｡ ｢4番ペダル｣を潜んだときには､

ハンマーは弦により近づくので､ √音のクオリ

ティは変わらずに音量を抑えることができま

す｡また､ピアニストにとってこのシステム

の興味探い事柄として､通常より距離が締ま

ることで､速く弾いたり､グリッサンドをし

たりするときにより弾きやすくなります｡
-フアツイオリのこだわり′はなんといって

もそのサウンドですが､人々を魅了するその

音色の秘密とは?

PF:これというひとつのものではなく､フ

アツイオリの音の裏側には理想があり､人の

考えがあり､そしてそれを後押ししてくれる

仲間たちがいます｡
-西山さんは､フアツイオリの音をどのよ

うに感じられますか?

西山:大らかな音色です｡他の偉大などアノ

は､ベンツなど``高級翠'のイメージで相も

フアツイオリは､ "馬"oパートナーとして､

いっしょに演奏できる気がします｡

PF :あなたはきっと良いフィーリングを見

つけたのですね｡そうであれば､きっとうま

くいきます｡
-フアツイオリのピアノで､どのような音

楽を表現されていきたいですか?

西山:できるかぎりレコーディングではフア

ツイオリを選べたらいいのですが､なかなか

まだ台数が少ないのが現状です｡良い楽器で

すので､もっとたくさん知られて､レコーデ

ィング･スタジオにも入ったらいいなと思い

ます｡私自身は､やはり楽器といっしょに成

長したいですね｡ジャズ･ピアニストの場

合､毎日演奏する場所が違って､毎日楽器が

適うので､そのときにどれだけピアノと友達

になれるか｡ピアノと友達にならないといけ

ません｡今は年に何回かしかフアツイオリを

弾く機会がないので､もう少し増やしていけ

れば､またイメージできる音が変わってくる

のではないかなと思っています｡

PF :私たちも努力したいと思います｡世界

各国の急激な霜要の増加で生産が追いつかな

いのですが､生産設備を整えて､より良い品

質の楽器を提供したいと思います｡　　■


